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ディープテック⽴国時代に国際競争⼒を⾼めるための
オープンイノベーション戦略
〜Deep Tech × Open Innovationを考える〜

オープンイノベーションのススメ⽅

牧野 成将 / Narimasa Makino
CEO, Monozukuri Ventures



2

⾃⼰紹介

牧野 成将

2005-2009 フューチャーベンチャーキャピタル - 京都
2009-2011 京都⾼度技術研究所(ASTEM) - 京都
2011-2015 サンブリッジ - ⼤阪
2015- Monozukuri Ventures - 京都

株式会社Monozukuri Ventures CEO
モノづくり起業推進協議会 会⻑

京都、⼤阪でスタートアップにかかわる仕事を18年以上
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日本の
モノづくり／販売力
(品質・すり合わせ)

日米スタートアップの
イノベーション力

(人材・技術・スピード)

日本と米国に拠点を持つハードテック※特化型VC

※ハードテック：ハードやソフトを組み合わせたIoT関連技術やサービス
さらに材料・先端部品などディープテック領域

製造業イノベーションの創出

Monozukuri 
Ventures(MZV)とは

MZV
サービス

(投資、試作量産化支援、事業開発)
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デモ⽤試作 展⽰会試作 量産化試作 量産
・機能⾯は省略、外観メイン
・製作：1台

・全機能付帯
・製作：1台

・量産に適した設計
・製作：100台

・製作：1000台〜

ハードウェアに絡む量産化試作の「死の⾕」
クラウドファンディング成功企業の85％以上が量産化に課題

”Hardware is Hard”がスタートアップの世界では常識なぜハードテックか
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京都/⽇本の試作⼒で「死の⾕」を超える

京都試作ネット
・2001年7⽉に京都の中⼩企業10社により設⽴された専⾨サイト
・現在35社超の企業が加盟。部品加⼯・システム・装置開発・ソフト・組み⽴てまで

試作に特化したソリューションをワンストップで提供
・年間約1,000件の問い合わせを受ける⽇本最⼤の試作グループ

なぜハードテックか
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テック コンサル

会社名：株式会社Monozukuri Ventures
（2020年に株式会社Darma Tech Labsと⽶ニューヨークのFabFoundryが経営統合して発⾜）

所在地：⽇本 (京都)、アメリカ (ニューヨーク)、カナダ(トロント)
創業年：2015年

数字は2023年3⽉末現在

VC投資 オープンイノベーション

⽇⽶190以上の
スタートアップ/⼤企業の

試作/量産化を⽀援

⽇⽶50社超の
スタートアップに投資

⼤企業向けに
新規事業創出や体制整備を⽀援

MZVの概要 モノづくりは簡単だ
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MZVネットワーク

ı

AlphaLab Gear
ピッツバーグのハードウェア・アクセラレー
ター。2017年からHardware Cupの開催でも協⼒
関係を構築

Swartz Center for Entrepreneurship at 
CMU 
ビジネススクールを⺟体に、ロボット⼯学やコン
ピュータ⼯学に強い⼯学部や先端製造技術組織と
連携した⼤学発起業を⽀援

ı

アメリカ⽇本
モノづくり/事業開発パートナー

(製造コストは1/5〜1/10を実現)
投資パートナー

(⽇本のモノづくりを期待して⽶国からの紹介増加)

Monozukuri1号ファンド出資者

Monozukuri2号ファンド出資者

⽇本のモノづくりが⽇⽶のHardtechスタートアップを惹きつける

世界的なVCとも協調投資
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⽇⽶のHardtechスタートアップ57社に投資

東海岸
18社

⻄海岸
8社

東京
14社

京都
5社

南部
4社

半導体

4社

農業・環境

4社

その他

13社

材料・電⼦部品

9 社

ロボット/製造業DX

16 社

ヘルスケア/ス
ポーツ/美容
(遠隔医療)

11社

その他
8社

京⼤/阪⼤/⽴命
館等との連携

Monozukuriファンド
の投資先
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-日産化学・ロームとの連携を推進 - - Mira社(ARヘッドセット)をAppleが買収 -

量産化や⼤企業との協業事例が出始める
Monozukuriファンド

の⽀援実績
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https://www.forbes.com/sites/trondarneundheim/2022/04/21/the-top-40-investors-in-industrial-tech-how-investments-in-

transformative-solutions-using-ai-cloud-and-edge-act-like-probiotics-for-manufacturing/amp/

⽶国での認知度 ハードウェア・製造分野のトップVCとしての認知が広がる

https://www.forbes.com/sites/trondarneundheim/2022/04/21/the-top-40-investors-in-industrial-tech-how-investments-in-transformative-solutions-using-ai-cloud-and-edge-act-like-probiotics-for-manufacturing/amp/
https://www.forbes.com/sites/trondarneundheim/2022/04/21/the-top-40-investors-in-industrial-tech-how-investments-in-transformative-solutions-using-ai-cloud-and-edge-act-like-probiotics-for-manufacturing/amp/


Thank you
makino@monozukuri.vc

牧野成将 / Narimasa Makino
CEO & Managing Director
Monozukuri Ventures

留意事項

本資料は、貴社への情報提供のみを目的として作成されたものであり、取引の勧誘又はファンド

の募集等を目的としたものではありません。本資料には、現時点における当社の分析や考え方が
反映されておりますが、当社はその確実性を保証するものではなく、また、今後追加や変更が行
われる可能性がございます。

なお、本資料の著作権は、当社又は当社関係者に属し、無断で引用または複製することを禁じま
す。また、本資料を貴社が第三者に開示することは想定しておらず、貴社に限定してご利用頂け
るようお願い申し上げます。

オープンイノベーションのススメ⽅
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オープンイノベーションの
背景

中央研究所の時代の終焉

⽇本の研究⼒低下の主な経緯・構造的要因案
https://www.mext.go.jp/content/1407654_009.pdf

https://www.mext.go.jp/content/1407654_009.pdf
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オープンイノベーションの
⽬的

社外との連携を通じて新規事業創出

⼤学・スタートアップ等
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スタートアップの影響⼒
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この30年で⽣まれた企業(スタートアップ)が6社ランクイン

201
9設⽴年

1975 45年

1976 44年

1994 26年

2001 19年

1839 181年

2004 16年

1999 21年

1998 22年

1799 221年

1886 134年

設⽴年

1976 46年

1975 47年

1933 89年

2001 21年

1994 28年

2003 19年

2004 18年

1839 183年

1993 29年

1987 35年

1998 24年

1779 243年

1958 64年

1886 136年

1969 53年

2022のトップ15企業

出典：https://startup-db.com/magazine/category/research/marketcap-global-2022
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スタートアップが上位を占める スタートアップの存在感の増加(11社)
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”イノベーション“= ”スタートアップ“？
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100年以上の企業も⼤健闘 イノベーションはスタートアップの専売特許でない
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Philips 業績低迷を契機にオープンイノベーション活⽤へ

https://www.annualreports.com/HostedData/AnnualReportArchive/k/NYSE_PHG_2004.pdf
Net income (loss)

会社
概要

Ø オランダのアムステルダム
に本拠を置く

Ø ヘルスケア製品や医療機器
などの電気機器関連メーカー

u 課題・背景

ü 2000年まで半導体事業が主軸
ü ITバブル崩壊により半導体事業が落ち込み業績不振
ü 2001年には経営不振により会社存亡の危機へ

ü 2004年⾃前主義からオープンイノベーションの活動を
積極化

ü 2010年「50%の製品について社外組織から技術を
取り込む」という⽬標明⽰
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世界100か国以上で販売したヒット商品

Philips

APDS

Philips 
AirFlyer

Ø トップダウンによる推進

Ø 社内の意識改⾰

ü トップマネジメントレベルでのコミットメントによ
りグループ全体でオープンイノベーションを強⼒に
牽引

ü 漠然と「オープンイノベーションをする」ではな
く、明確な⽬標と共に事業領域の細分化

技術を外から⾒つけてくることに誇りを持つ
「Proudly-Found-Elsewhere」という⽂化育成のた
め、通常の研究開発活動の表彰に加え、オープンイ
ノベーションによる開発の効率化も表彰対象

https://www.philips.co.jp/c-m-ho/cooking/nonfryer

スタートアップ

油を使わない揚げ物調理器「AirFlyer」
オランダのスタートアップ「APDS」社の
「⾼温熱⾵を循環制御する技術」を取り込

むことで１年で製品化に成功

Philips
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イノベーティブな会社として成⻑Philips
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ディープテックスタートアップのM&A数も増加M&Aを活⽤

ブログ：⼤型エグジットが急増する⽶国ディープテック・スタートアップ
https://syncworld.net/nseki/archives/2023/12/us-deep-tech-growing.html

https://syncworld.net/nseki/archives/2023/12/us-deep-tech-growing.html
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どのようにスタートアップと連携するか？
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スタートアップとの
オープンイノベーション

オープン・イノベーションを成功させる要因と思うもの
【出典】リクルートマネジメントソリューションズ 「オープン・イノベーションを成功させる組織のあり⽅」調査報告

スタートアップとの連携に苦戦

①情報収集が限定的 + ②連携の仕組みがない
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ディープテック領域ではシード段階からの幅広い情報収集が⼤切①情報収集が限定的

出所: The 120 Best Deep Tech & Hard Science VC Firms in 2023 
https://www.failory.com/blog/deep-tech-hard-science-venture-capital-

firms#116-hella-ventures
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社外(VC等)と積極的な関係構築が重要

事業とのシナジー

海外(北米)

日本

貴社の事業のステージ
Seed Later

事業部門へ(M&A機会創出)

無(弱い)

有(強い)

情報収集+PoC

投資+インキュベーション

Early Stage Mid Stage Later StageStartup
Stage

CVC/新規事業投資 事業部門(M&A)
MZV

日本企業(製造業等)

情報収集+PoC

投資+人材育成

②連携の仕組みがない
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オープンイノベーション
のススメ⽅

オープンイノベーションは「言うは易く行うは難し」

❶ スタートアップとの会話の難しさ
> ナレッジが貯まるまでは通訳者を⼊れる

意思決定のスピード/透明性、Give & Take 等

❷時間軸と事業軸両⾯での連携の難しさ
> ポートフォリオとして複数案件を⾛らせ投資コストを最適化

ハイリスク/ハイリターンという考え⽅が⼤切！！

❸これまでの商習慣で仕事を進めない
> 経営陣がコミットして専⽤の組織/体制を作る



Thank you
makino@monozukuri.vc

牧野 成将 / Narimasa Makino
CEO, Monozukuri Ventures


